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第１０回議会運営委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成29年10月30日（月）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成29年10月30日（月）午前10時37分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       ３番 佐藤  武君   ４番 佐々木雄司君   ８番 治徳 義明君 

       ９番 原田 素代君  １２番 北川 勝義君  １３番 福木 京子君 

      １６番 下山 哲司君  １８番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  倉迫  明君 

      教  育  長  内田 惠子君      総合政策部長  作間 正浩君 

      総 務 部 長  前田 正之君      教 育 次 長  藤井 和彦君 

      総 務 課 長  原田 光治君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  奥田 吉男君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）平成29年11月行事予定について 

       ２）平成29年12月定例会の会期日程（案）について 

       ３）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（下山哲司君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから平成29年第10回議会運営委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、議長より御挨拶をお願いいたします。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） 皆さん、おはようございます。 

 きょうは急遽といいますか、議運に合わせてこの次のこともあります。いろいろ変えていか

なきゃいけないことがあったり諸問題があると思いますので、議会のほうとそれから執行部の

ほうとがコンタクトをしっかりとって前へ進めていけれるように、この議運を通じて進めてい

っていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入ります。 

 協議事項１番目、平成29年11月行事予定について。 

 議会事務局長。 

 済いません、北川委員が歯医者で時間がおくれそうなんで、ちょっとおくれるということで

ございますので報告しときます。 

 それでは、議会事務局。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 局長。 

○議会事務局長（奥田吉男君） それでは、お手元の資料について御説明いたします。 

 平成29年11月議会行事予定（案）でございます。 

 主なものについて御説明をいたします。 

 まず、11月７日火曜日、14時50分から行政視察の受け入れでございます。浪江町の広報の編

集委員の方々が視察に見えられます。 

 ８日水曜日、19時から議会報告会、３会場で行います。 

 10日金曜日、10時から厚生常任委員会、同じく19時から議会報告会、２カ所で開催をいたし

ます。 

 13日月曜日、10時から産業建設常任委員会。 

 それから、14日火曜日、９時30分から総務文教常任委員会、これは現地視察ということで９

時30分からにいたしております。 

 20日月曜日、13時30分から議会運営委員会、14時30分から議会全員協議会。 

 24日金曜日、午前10時から議会基本条例特別委員会。 

 27日月曜日からが本会議、12月議会定例会の議案上程の予定で行事予定といたしておりま
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す。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 はい、総合政策部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） おはようございます。 

 それでは、市の行事予定、主なものを御報告いたします。 

 １日水曜日ですが、15時から農業農村整備事業の地域推進会議、メルパルクＯＫＡＹＡＭＡ

のほうで市長が参加いたします。 

 ２日木曜日、13時から農業共済の関係の監事会及び定時中間監査ということで、これも岡山

市の農業共済会館のほうに市長は出席いたします。 

 それから、５日日曜日ですが、９時から片鉄ロマン街道のふれあいサイクリング大会と、

13時30分から赤磐市の子育て講演会が開催されます。いずれも副市長と市長が出席いたしま

す。 

 ７日火曜日ですが、13時30分からまちづくり・住まいづくりに関する市町村長との意見交換

会ということで、広島市で開催されます。市長が出席いたします。 

 ９日木曜日ですが、11時から幼年消防クラブの防火パレードということで、市役所玄関前

で、市長、副市長の前でパレードをされます。 

 10日金曜日ですが、13時30分から地域医療ミーティング、赤坂健康管理センターで市長、副

市長参加で開催されます。 

 それから、16日木曜日ですが、ちょっと曜日のところがおかしくなってますが、これは木曜

日でございます。15時から教育委員会の定例会、中央公民館で教育長が出席でございます。 

 それから、17日金曜日ですが、13時30分から民生委員児童委員協議会の研修会が桜が丘いき

いき交流センターで開催されます。市長が出席されます。 

 19日ですが、10時から是里ワインフェスト、13時30分からＡＭＤＡ・赤磐市防災国際フォー

ラムが開催されます。市長、副市長がドイツの森でワインフェスト、それから市長が桜が丘い

きいき交流センターで出席いたします。 

 20日月曜日ですが、８時45分から赤磐市長杯市民グラウンド・ゴルフ大会が開催されます。

これは、市長、教育長が出席いたします。 

 21日火曜日、11時から記者懇談会、市長出席でございます。 

 22日、13時30分から介護保険事業計画策定委員会が庁舎内で開催されます。これは副市長が

出席いたします。 

 23日木曜日、12時からあかいわキラリ★安全フェスティバルということで、山陽ふれあい公

園で三役が出席いたします。 

 主なものは以上でございます。 
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○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 ただいま説明がございました。 

 委員さんから質疑がございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） なければ、次に進んでよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） それでは続いて、協議事項２番目、平成29年12月定例会の会期日程

（案）について、議会事務局長、説明お願いいたします。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 事務局長。 

○議会事務局長（奥田吉男君） それでは、お手元の資料について御説明いたします。 

 平成29年赤磐市議会スケジュール表、11月、12月（案）ということでお示しをしておりま

す。 

 以前にお示ししたものと日程に変更はございませんが、11月27日月曜日を本会議の上程日と

いう日程にさせていただいて、12月18日月曜日を最終日という設定にさせていただいておりま

す。 

 この予定でまいりますと、11月20日月曜日が議運、全協という日程で組ませていただいてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

 ただいま説明がございました。 

 会期日程（案）について、委員さんから何か質問はございませんか。 

○委員（北川勝義君） ちょっといいですか。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 済いません。遅うなりまして。ちょっと体調が悪かったんで、医者へ

行っとったんで。僕ら、電話してくれんから、電話さっきしとったんじゃけど、電話してくれ

ればええんじゃねえかと思うて。それはええんですけど。 

 27日に開催して18日で終わるということで、前回と変わりませんと言うたん。前回と変わら

ん説明じゃったらもうするな、せえじゃったら悪いけど。委員長、一応これ新しい議運をしょ

んじゃから、全部日程調整だけ言うてもらわにゃあ、前回と変わらんから変わりましたとこだ

けという、そんな失礼な話じゃねえと思う。そういうやり方じゃったかな、今ちょっと確認を

再度しょん。日程のことでどうこうはねんですけど、ちょっと聞きたかった。 

 せえからもう１点が、これはお願いしとんじゃけど、これはええか悪いかわからんじゃけ

ど、市とかに、全部の行事予定で、同時の日に、きょう議運をして全協をするというのは、時
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間をとってやられるのは、これはようわかるんで。これは、ものの案件によって違うと思いま

す。それも、議運にしても４時間も５時間もかかる場合もあるし、案件によって。そこのとこ

ろは、それはもうわかってしていただきょうると思うんじゃけど。 

 できたら、この中の全部の、例えばでいうたら、日にちでいうたら19日です、簡単に。是里

ワインフェストを10時からやられて、これは仁堀中でやられて、吉井町でやられて、１時半か

ら赤磐市防災国際フォーラムで山陽の桜が丘いきいき交流センター、ネオポリスでやると。こ

ういう時間をやっぱり、ということはもう12時半には出て行きょうらにゃあ間に合わんという

ことやろう、もしそれへ行くとしたら。ほったら、そりゃあもうやめて行けえということか。

ワインフェストを11時半ぐらいになったらやめて行きなさいよというて、もうせっぱ詰まると

いうんかな、と思うたんで、こういうことはできたら考慮してほしいなと思うて言うたんじゃ

けど、これはどういう意味でこういうことになっとんか。 

 簡単に言うたら、日にちがとれなんだんじゃとか言うてしもうたら済むんじゃけど、日にち

がとれん、日にちがとれんというて、自分らのときには勝手に日にちがとれん、日にちがとれ

ん、ちょっとおかしいんじゃねえかなと思うて、ちょっと言いたかったんで。そこんとこ、も

し説明できりゃあしてほしいというんが、11月５日やこうでも、例えばというたら、大会があ

るとかというたりするときに、赤磐市の片鉄ロマンのサイクリング大会があると。そしたら今

度赤磐子育て講演会があるとか、一緒にこう。せえから、ふれあい消防フェスか、もあると。

ようけえ重なってきとるわけなんじゃ。じゃから、こんなんどねえ考えとんかなと思う。５日

のことと、わかりゃあ説明してください、よその全体的なこともあるんで。赤磐市だけの行事

じゃったらやっぱり考えれるんじゃねえかなと思うたんですけど、どんなんですか。そういう

ことです。 

○委員長（下山哲司君） はい、総合政策部長。 

○総合政策部長（作間正浩君） 今おっしゃられた５日の件ですが、私どもの関係は実行委員

会形式でふれあいサイクリング大会事務局というものを設けまして、市の行事として決定した

ものではございませんので、御理解いただきたいなとは思っております。 

 済いません、そういうことで。 

○委員長（下山哲司君） もう１件。 

○総合政策部長（作間正浩君） 開催日のほうは同じ日になっちゃいましたということでござ

います。それから……。 

○委員長（下山哲司君） 19日です。 

○総合政策部長（作間正浩君） 19日ですが、これもＡＭＤＡのほうの日程がございましたの

で、市のほうの日程とちょっと重なってしまったということになったと聞いております。 

 御了承ください、済いません。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 委員長。 
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○委員長（下山哲司君） はい、局長。 

○議会事務局長（奥田吉男君） 議会の定例会の日程につきましては、さきの９月の議運の中

で素案として御説明をいたしましたものでございます。 

 前を経て今回の説明、11月20日の議運の中で正式に御説明をする予定にいたしております。 

 以上です。 

○委員（北川勝義君） はい。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） じゃあから、今までそういうやり方をしとんじゃのうてやったら、前

と同じじゃと。開催日はこうでこうで、そねんな説明やのうて、こうやるとかと言うてもろう

て、先に今言うたように、定例議会の11月の議運のときにさせていただきますんでこの予定じ

ゃと言うんじゃったらまだええけど、言われてから言うのはおかしいということを言ようるわ

けじゃ。それが、わしの局長のやり方じゃというて、議長がそうやれと言よんじゃというんじ

ゃそれもいたし方ねえけど、そりゃあちょっと違うんじゃねえかと。そりゃあ不届き、ちょっ

と議会としては考え方……。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員、よろしいですか。 

○委員（北川勝義君） はい。 

○委員長（下山哲司君） 打ち合わせのときに、変わったとこだけ説明してくれということ

で、私が申し上げましたので、そういうことで御理解ください。 

○委員（北川勝義君） 理解はするけど、そりゃおえんよ。先に言うんじゃったらそういうこ

とを言うて、11月の正式な議運のときにやらせてもらうんで、日程調整するんでという一言は

やっぱり言うてから言うべきじゃねん。ベテランの、大ベテランでもうやめようかと言ようる

ぐれえの者が、おめえ、そねえなこといけまあがと思うた。よろしいです、そりゃあ。 

 それから、今、総合政策部長が言うた、ちょっと腹が立ったというんか、あれで。実行委員

会がやるからええんじゃとか、わからんじゃとかと言うたんで。僕は、そういうことを言よう

らんど。それはわかったと言うたん。実行委員会のやることはわかったと言うたん。仕方がね

えかもしれんと言うたん。他市町村が絡んだときには仕方がねえ、そういうて言わなんだか、

言うたろう、さっき。テープ戻してみ、そう言うたど。しかしながら、５日の日は子育て講演

会が中央公民館で13時30分から15時まである。そして、ふれあい消防フェスが消防本部で10時

から13時まである。我々と言うたら、ほかの人は行かんでもええと言うわ。議長とか、例えば

総務委員長じゃったらそけえ行かにゃあおえんという、のぞかにゃあ。ほったら、動くのはこ

ういうことがやっぱりおかしい。これは赤磐市が決めたこっちゃねんか。よその市町村が決め

たんか。かんどりゃへんじゃねえか。それから、19日はＡＭＤＡじゃという。それは、ワイン

フェストも決めたのは実行委員会じゃ。しかしながら、これええ格好じゃ、実行委員会じゃ、

実行委員会じゃと逃げるけど、最終的には市町村が関与してやりょうるこっちゃから、市町村



- 7 - 

がそのとき、市長も副市長もだめなんですよ、この日はと言うたら、ワインフェストでも計画

すりゃへん。ＡＭＤＡにしてもじゃけど、やっぱりここらのときに、やるときに、せっかくＡ

ＭＤＡの赤磐市防災国際フォーラムじゃから聞きに行きてえなと思うたら行けれんということ

になるんで、やっぱりやるときに考えていただきてえ。前から、これはきょう、今思いついて

言うたんじゃったらええんじゃけど、議運の委員長にも言うて、それは再々僕は言わせてもろ

うとるわな、委員長。やっぱりそうじゃのうて、責めたりそういう意味のことのとり方じゃの

うて、できたらダブらんようにしてほしかったとか、時間があくとか、あいてこうでせえ、そ

りゃこういうことじゃないんじゃと言うた。ワインフェストでも実際実行委員会やりょうる是

里、決まっとる話なんじゃから、これを言うたらやっぱりちょっと。 

 僕は、吉井のときは、吉井の３大祭りとか４大イベントをするということで、これをワイン

フェスト、ワインまつりというのをしとったんじゃけど、赤磐市になってもそういう何大イベ

ントの一つでしょ、花火、ワイン、ふるさとまつりとかというような、それをメーンでやっと

んじゃから、そのときに重複してやるということは、結果的には、ワインには関心ねんじゃ

と、しかし国際フォーラムのＡＭＤＡ、ＡＭＤＡがええとか悪いとかいう話じゃねんじゃ、内

容は。関心があるからＡＭＤＡには行くんじゃというていうことは、実際１つのことがあっ

て、これは場所が違うけど、ほなここで運動会やりょうるとき、ＡＭＤＡはこっちで、講演を

同時にするというたら、両方行きたかった人は行けれんし、選択になるし、ほなこっち行っち

ゃろというんも、こっちも少のうなるから、やっぱりこういうことは市の行事で今後考えてい

ただきたいということを言いたかった。それを別に私、今言うたら、よそのがあるからと言

う、よその話はしょうりゃへん、よそも踏まえて言よんじゃ、あえて。別に文句言よんじゃね

んじゃけど、そうしたほうが行きてえときも、この間のときもようけえあったんじゃ、重なる

んが。行こうかと思うたら行けなんだというんが。例えばのを言やあ、この間戦没者してから

長寿をしたというんじゃったら、そりゃあええんじゃ。会うのが全員じゃねえから、対象の人

だけ。これ、対象じゃねえ、全員の人がなるときには考えてもらわにゃあいけんじゃねえかと

いうことを言いたかった。じゃから、はっきり言うて、10月14日やこうでも、地球史研究所開

設記念のオープニング・フェスタがあって、それは10時から16時まである。それから、10時か

ら12時まで市の防災講習講演会とかあったら行けれんわけじゃ、こねえなこと言うても。時間

も同じような。そこらを考えていただいてえと。これをまさかこれは全然関係ねんじゃという

話じゃねえがな。日にちを合わせてほしいということを言いたかったんで。そういうことを今

後、どねん思われとんか、市長からでもええ、副市長でもええし聞かせてください。そりゃ

あ、そんなことは関係ねんじゃと。わしの思いどおりやるんじゃと言うたらそれも結構ですけ

ど、ちょっと教えてください。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（下山哲司君） はい、市長。 
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○市長（友實武則君） 北川委員のおっしゃるとおり、行事が重なってどちらかしか行けない

という事態は、極力避けるべきと思います。私も同じように思ったこともたくさんございま

す。これから委員の御指摘のように調整できるものはしっかり調整させていただいて、一人で

もたくさんの方に御参加いただけるよう努力させていただきたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○委員長（下山哲司君） 北川委員、よろしいですか。 

○委員（北川勝義君） よろしい。 

 委員長。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 次のときには、もう同じようなことをせんようにしてよ。もう四、五

遍も言うとるからな。副委員長も言うた、みんな言うとろう。じゃけ、ちょっと考えてほし

い。 

○委員長（下山哲司君） 日曜日、日曜日の行事で、日曜日は数が少ないもんですから、そう

いうことになるんでしょうけど、できるだけ努力するということでお願いいたします。 

 なければ、次に進んでよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） それでは、協議事項３番目、その他について。 

 まず、議長から報告をお願いいたします。 

○議長（金谷文則君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 議長。 

○議長（金谷文則君） それでは、この間からお話はしておるんですが、30年度の予算に向け

ての資料をつくりました。それについて簡単に御説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、この間からお話をしている議員研修につきましては、そこの６つの委員会が年に１回

は研修に日帰りで行きたいと。 

 それから、研修会について、外部講師を呼んで研修会を開いていきたいなというふうに考え

ております。これは、マックスを表示しております。４回の計画が、ひょっとしたら３回にな

るかもしれませんが、ぜひ４回やっていきたいということで金額を上げさせていただきまし

た。 

 それから次に、２番目に、本会議のネット配信ということで、これは事務局のほうから話が

ありまして、今のシステムの変更が生じてくる。そのために、そこへ書いておりますような金

額が必要となってくるということがありましたので、皆さんに御報告をしておきたいと思いま

す。 

 それから次に、議会の基本条例の委員長のほうからも申し出がありましたんですが、それに

つきまして、委員会の中継ということがございました。それで、事務局のほうにどのくらいか
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かるのか金額を出してほしいというお願いをしまして、つい先ほど出てきまして、そこにカメ

ラを委員長側、それから執行部側に１つずつつけて、それを映すという形にすると、そこへ書

いておりますように大体160万円ぐらいかかる。ランニングコストが60万円ぐらいということ

でございました。 

 それからもう１つ、議場が暗いということで、何とか明るくしてほしいという議員からの御

要望がたくさんありまして、それについて見積もりをとっていただきました結果、壁につけた

り、いろんな照明の方法があるかもしれないけども、一番安くて明るさがとれるのが、ＬＥＤ

化するものだというふうに話があったということで、上がってきた見積もりが240万円という

ことでございます。これにつきまして、来年度のことでございますが、皆さんのほうにお諮り

をしたいというふうに考えて報告をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（下山哲司君） ありがとうございました。 

○委員（北川勝義君） ちょっと質問がある。 

○委員長（下山哲司君） はい。早くしてください。 

○委員（北川勝義君） はい。 

○委員（原田素代君） はあ。委員長、議事を進行してください。委員会突然抜けて。話にな

らん。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 皆、これ全協で諮るんじゃろうけど、議員の研修じゃけど。議員視察

研修というんで。この赤磐というとこ、ほとんど行きょうらんとこじゃけえ、行くんじゃった

ら実のあるものにせにゃあおえんのんで、日帰りでバスで行ってからといって、行くんじゃっ

たら予算をつけて政務活動費で行きゃあええ。皆、めいめい出して行くとか、個人で負担して

いきゃあ。僕はそう思うんです。市のバスを利用して行くんじゃったらとか、せえから日帰り

で行ってくるんじゃったら、そのくらいでええと思うんです。時間的にいって何時間も、６時

間も、７時間も研修できん、たかだか場所へ行ってみたら二、三時間しかできんようなことな

のに、１泊でも行って、本当に重点的に、そりゃ飯を食べたりするのは、ホテルに泊まるのは

自分らで出しゃあええ、そりゃあ当然の話じゃけど、行くんじゃったら。 

 せえとか、これの考え方が６委員会じゃというて。広報委員会で基本条例、そんなこと議会

も言う、こんなことはねえ、だっだっだっだっ行きょうちゃおえん。もう研修行くんじゃった

ら各常任委員会が１個ずつ行くんとかというぐれえなことで、それもこねえな予算つけるべ

き、政務活動費の絡みもあったりするんで。 

 これはいろいろな流れで、誰がどねん思うて決めたん、政務活動費をつけてもらうというこ

とで、政務活動費を計上するんじゃというて、各派じゃ研修に行かりょうるけど。そうあった

んで、それで使うていただくということで政務活動費がついたんじゃけど。そこのことを、ほ

んなら政務活動費も合わせて、政務活動費はゼロ円するとか１万円削減していくとかせなんだ
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ら、これは市民の良識を得られんと思う。そりゃ、日帰りで行くんじゃったら、僕は市のバス

を利用して行くんじゃったら、個々今まで行きょうるように負担をしていきゃあええんじゃね

えかというぐれえなつもりで、この予算をつける必要はねえんじゃねえかと私は思っておりま

す。 

 それから、研修会で外部講師で４回120万円というて。ようわけはわからんのやけど、そん

な120万円も使うて研修してもらわんでも、皆々政務活動費をつけて、県外、東京とか視察に

行きょうる。和会やこう、しょっちゅう行きょうるがんな。公明党、和やこうな、しょっちゅ

う行きょうるが。それで行ってもらやあよろしいが。そんな、この外部講師の金を入れてから

使うのは、僕は最もこの時代には合わんのんじゃねえかと思っております。 

 それから、本会議のネット配信の、これはもうそれはいろいろあるんで、仕方ねえ、これを

やっていくのにというのはやっていただきゃあええんじゃけど。僕はそれよりは、これがええ

とか悪いとかじゃなしに、それより議運で、議運とそれから議会基本条例委員会か、一緒に合

同で視察をこの間しましたが。したときに、あれがええとかというんじゃねえんじゃけど、皆

さんも議運の中じゃこれはええこっちゃねえかということでスマートフォンじゃけど、いろい

ろ使うて、タブレット使うてやりょうりましたが。ノーペーパーじゃねえけど、やっぱりして

いくという。そういうほうのことに金がかかるから、そっちのほうを進めていくのが大事なん

じゃねえかと思うて、やり方、僕らも余り得意じゃねえけど、得意な人がおったら勉強させて

もろうて、そうすりゃ何ぼか職員の、事務局はなかなか忙しゅうなるというて言ようったけ

ど、やり方がそういうことにするのも僕は大事なんじゃねえかなと。 

 それから、委員会中継対策というて、これは僕は聞いたら、委員会の中へ、委員会をしたか

ったら傍聴へ来りゃあよろしいが。委員会の中へこういうのつけて。この庁舎、はっきり言う

て、これは次のことで言わせてもらおうと思うんじゃけど、もうこんなことで160万円じゃと

かというん、こんなことで市民から理解を得られるもんかや。ほな、これを、今言うた委員

会、たまには吉井でしてくれとか、赤坂でしてくれ、熊山でしてくれ、そりゃできません、こ

ういう設備がないからできませんというて、こういう答えをもろうとん。僕はもう第１回の議

運でそういうて言うてきた。ほかのように研修の場所を、委員会を変わってもええんじゃねえ

かと、各旧町へ回ってもええんじゃけど、それはできません、この設備がないから言うた。し

かし、設備はなくてもどこも小めえカセット置いてでも会議はできて議事録はとれるんです。

しかし、赤磐はとれないと言ってやらないんです。やらないのにここでこれつけようかいう

の。もってのほかで、これも聞いてください。誰がつけてやるんじゃったら、委員会へつける

なとかというんじゃねえです。これはもうただでできるんじゃったらとか、10万円ほどじゃっ

たらええけど、僕はちょっと。 

 それから、本会議の照明不足というけど、僕は照明は不足しとるかもしれんけど、書類は僕

は絶えず議場の中で書きょうるから。僕は暗いけどあれで十分じゃと思うとる、今。ＬＥＤ化
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して240万円かける、大反対です。なぜ大反対というたら、もうこれが友實市長率いて、この

中の庁舎の建てかえか大改修かやるというのに、200万円じゃ、300万円、400万円持ってけえ

言うて。今度はまたやるわと言う。自分の金じゃったら、これからあと一年後にぐらい家を建

てにゃあおえんというのに、これから台所や風呂を皆直そうかという人がおるかな。僕は考え

られん。市民はほんなら、そりゃええこっちゃな、してくれというて、そりゃ本会議場が照明

不足のためというて、誰が照明不足でどねんして、どれだけの照明がなかったら見えんのん

な、ルクス見て。僕は古い吉井町役場の時代のことを言うたら、名前、今、あえては後で削除

で、コレマツツヨシさんという課長がおって、電気代が、これはつけ方が、電気１個つけた

ら、ぱっとこうつくようになっとらあな、今、システムが悪いから、悪いから言うたら。た

だ、ここしかおらんのにこっちまでつくから、電球の球を、蛍光灯の球を１個ずつ外していっ

たんです。電気代を削減するってはかって、何ルクスあるからというて。これも何ルクスとは

かって、こんなことしとんかな。それだけ、こんだけじゃここに書きょうるとか、書類書きょ

うるときは必要じゃと思うんよ。僕はそう必要じゃねえかなと思うたんよ、僕の意見はそうい

う意味です。皆さんで決められてやられるということはあっても、私はそういう意味で反対だ

ということを言っとるわけで、もしやるんじゃったら、特に１番、２番については、悪いけど

政務活動費を返還してやるというのを決めてでもやらなんだら無理じゃと思っとります。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） 基本条例の委員会のほうでいろいろ……。 

○委員（北川勝義君） 基本条例ばあで決めちゃいけんがな。 

○委員長（下山哲司君） いやいや、決めとんじゃありません。 

 意見が出たものを議長のほうに申し入れておりますのでそういうふうに御理解をいただきた

いと思います。 

 他にございませんか。 

○委員（原田素代君） 委員長、ここで議論するんですか。 

○委員長（下山哲司君） いやいや、質問、質問。 

○議長（金谷文則君） このことを、委員長、よろしい。 

○委員長（下山哲司君） はい、議長。 

○議長（金谷文則君） きょうは皆さん、ここでお話ししたことで金額が出たりしたので、

30年度の予算、主には執行部のほうがこれからつくっていくわけで、我々の議会として要望す

ることが、こういう問題だったらこれだけお金がかかりますというのが出ましたので、皆さん

で今度の全協で精査していただいて……。 

 必要なものはそういうふうにやっていただくというのは、この間からの話なので、そのよう

にお願いしたいということです。 

○委員（原田素代君） 委員長。 
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○委員長（下山哲司君） はい、原田委員。 

○委員（原田素代君） １つだけ確認をしたいんですけど、今、北川委員からいろいろ御質問

がありましたけど、議会基本条例の議員の活動原則第３条もしくは第５条にあるんですけど、

議会は本会議、常任委員会及び特別委員会を原則公開とし、インターネット配信に努めるとう

たってあります。もうこれはやらねばならないことだと。いろいろな御意見はあるでしょうけ

ど、基本条例としてうたっている以上、もう丸３年たつのにまだやれてないという意味では、

これは当然やるべきことだと私は思っているという意見をつけます。 

○委員（北川勝義君） 今のは本会議のネット配信。 

○委員長（下山哲司君） はい。 

○委員（北川勝義君） 議会条例やん、それ。 

○委員（原田素代君） 本会議じゃないです。 

○委員（北川勝義君） どこ。 

○委員（原田素代君） 第５条の２。 

○委員（北川勝義君） じゃけ、どこなん、第５条の２。こけえ書いとんじゃな。 

○委員（原田素代君） 基本条例の。 

○委員（北川勝義君） 基本条例やこう入っとりゃへんが。 

 基本条例は出とらん。ここのどこならと言うとん。 

○委員長（下山哲司君） 原田委員。 

○委員（原田素代君） 本会議だけでなくて、常任委員会及び特別委員会を指定してますの

で、これが原則公開になってます。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） ここでは、このことを議長が皆さんに御報告するということでござ

いますので、その御報告するということを……。 

○委員（北川勝義君） 基本条例の中で決まったからやる……、そりゃいけんて。 

○委員長（下山哲司君） 決まってはおりません。提案でございますので、議長のほうが全協

の席で、皆さんに御説明があると思いますので、そういうことで御理解をいただきます。 

 続きまして、政務活動について。 

○委員（治徳義明君） 委員長。 

○委員長（下山哲司君） 治徳委員のほうから説明をお願いします。 

○委員（治徳義明君） 済いません、おはようございます。 

 政務活動費の手引きの見直しについて、基本条例の委員長にかわりまして御報告をさせてい

ただきます。 

 既に、平成30年度分の政務活動費から適用できるように、議会基本条例特別委員会で見直し

を行っていたところでございます。これにつきましては御報告をさせていただいているところ
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ではございますけども、このたび素案ができましたので、この後議会全員協議会で説明をさせ

ていただきます。そして、年度末までに内容を確定させる必要があるために素案のほうを持ち

帰って見ていただき、御意見があれば次回の議会全員協議会でお聞きする予定にしております

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員（北川勝義君） 下山さん、ちょっとええかな。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 内容はええんじゃけど、何でも議会基本条例が、基本条例が、全協で

報告する、そんなことは決まっとりゃへん。そんなことは、議会基本条例はそねん偉えもんで

も何でもありゃあへん。そりゃ悪いこともねえし、やってもらうことは感謝しとるけど。そう

いうのは議会基本条例で決まるというの、そんなんで議長へ議会基本条例で出たのを議長がそ

れでやるというのが順番じゃ。あんたらが勝手に議会基本条例の報告やこう、全協開いてやる

ようになっとらへん。なっとったら教えてくれ、いつからそういう法律になったんか。なっと

らんぞ、おめえ。 

○委員長（下山哲司君） 以前より引き続いて政務活動のほうはやっておりますので、その御

報告をするということで、よろしくお願いします。 

 次に、治徳委員、次の報告会について。 

○委員（治徳義明君） はい、委員長、済いません。 

○委員長（下山哲司君） はい、治徳委員。 

○委員（治徳義明君） 議会報告会につきまして、ちょっと御報告をさせていただきます。 

 先般、班長会をやりまして、座長にかわりまして御報告をさせていただきます。 

 次第のほうが決定いたしましたので、この後全協のほうで座長のほうから報告をしていただ

いて、そして班ごとに分かれて役割の分担であるとかというのを協議させていただきたいと、

このように思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員（北川勝義君） あの、よろしいか。 

○委員長（下山哲司君） はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 僕は、議会基本条例欠席しますから。もうこういう考えで、何でも議

会基本条例や議会報告会、欠席しますから。 

○委員長（下山哲司君） それでは、この件につきましては、全協の席で説明をさせていただ

くということで、よろしくお願いいたします。 

 それから、もう１件、何だったかな。 

○委員（治徳義明君） 委員長、済いません。 

○委員長（下山哲司君） はい、治徳委員。 
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○委員（治徳義明君） 議会……。 

○委員長（下山哲司君） 広報。 

○委員（治徳義明君） 議会の広報のほうからちょっと御報告があります。 

 委員長にかわりまして、報告をさせていただきます。 

 前々回のときに50号記念の議会だよりを出すということで協議検討させてほしいということ

で、議運のほうでも御報告をさせていただいて、委員長のほうから全協のほうでも御報告をさ

せていただいてたんですけれども、いろいろ検討の結果、ちょっと今回環境が整っていないと

いうことで、50号ではなくて、通常レベルの議会だよりにさせていただきますことを報告させ

ていただきます。全協のほうでは委員長のほうからその旨の御報告をさせていただきますの

で、どうかよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） それでは、そういうことでお願いいたします。 

 ほかに委員さんからありませんか。 

 ありませんか。 

 ないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） ないですか。 

 なければ、執行部のほうから。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（下山哲司君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） 済いません。この後の議会全員協議会の席でございますけども、10月

の３常任委員会で御協議させていただいた自動運転の実証実験についてのその後の報告を、時

間をおかりしてさせていただきたいと思っております。運営委員会の委員の皆様、御了承いた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（下山哲司君） 市長のほうからそういうことでございましたので、皆さんがおそろ

いのとこで報告していただくということでよろしいですか。 

○委員（原田素代君） ちょっと、委員長。 

○委員長（下山哲司君） はい、原田委員。 

○委員（原田素代君） 私の委員会では最低、今回のこういう専決に対しては非常に疑念があ

るし、認めようがないということで委員会で一致しておりますし、聞けば、よその委員会でも

そういう議論はあったということなんですけど、報告は聞くのは当然でしょうけど、私として

は非常に違和感があります。議会として認めていない専決が一方で粛々とやっております、こ

ういう結果になりましたということを聞くというのは違和感があります。 
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○委員長（下山哲司君） 原田委員、議会運営で、その内容については、全協の席で市長の報

告がありますので……。 

○委員（原田素代君） ここでも当然意見ですから。 

○委員長（下山哲司君） そういうことでお願いします。 

 はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） さっき、感情的に走りょうるから、議会報告会に出ませんと言うた

ん。僕は腹が立っとるからああやって言いましたけど、やりょうることは議会報告会、議会基

本条例がやってくれようるから大変すばらしいことと思う。これは敬意を表しとる。それか

ら、原田委員が言うた委員会特別、ほかの委員会も出さにゃあおえんという、インターネット

するというんは、そりゃあそのことはもう納得しとん。インターネットやこうは。ただ僕は、

それのええことと、ここへテレビつけとか、もうめがずにこれ10年もつんじゃったらええとい

うのは、とか研修に行くのは、研修は行きてん、本当のことを言うて、百聞は一見にしかずで

見に行きてんじゃけど、行くときやこうのは、もうちょい考えてもろうて、議会基本、そうい

うことがあるかというて、敬意を表すんで、あえて言わせてもらやあ、議会基本条例、議運で

あろうと、やり方もうちょい考えにゃあおえんのじゃねん。議運の中で論議しょうるとか、議

運のやり方を考えるということで。今、もうちょいしてもらわにゃ、議長、副議長、それから

議運の委員長で相談してもろうて。 

 この間もあえて言わせてもらやあ、僕も批判を受けたから、僕は出ようらんわけ。連絡会を

しようというて議長が議運としょうというて言うたら、議長、副議長、それから議運は委員

長、副委員長、あとは委員長、委員長、委員長となっとるから、何で副委員長が出んのんなら

という話からいうて言うたら、誰が決めたんならというて、いや、それはちょっと二、三分も

ろうたら、佐々木委員にも僕は、副議長のもそういう大事なことで、やろうと言うて、議長も

皆さんやろうというて言うたら、福木さんが、あえて副委員長が入っとるからおえんとかとい

う話しょんじゃのうて、そういうことが出てきて、何で議運だけ副委員長が出とんならと。各

委員会の副委員長は出てねえんならというんで、そしたら言われてみたらそうじゃなと。 

 余り僕自身は単純に考えずに、昔、山田さん、昔の議長がやりょうたときに、議長、副議長

は入られて、各委員長があって、月に１遍ぐれえ何かこういうことがあるんじゃという会議

を、簡単な会議をしょうったから、そのくれえな延長の、ちょっと今ごろはぎくしゃくしたか

ら、連絡網はねえから、やっていただきてえなという、ある意味の、ことし新しゅうなったか

ら提案しとったんじゃけど、そこで皆決めて、議長が決められてやられるこっちゃけえええん

じゃけど、ほかのとこの副委員長が、おい、ほんなら、おめえらだけでやりゃあええんかとこ

う、おめえらだけと言うたらあれじゃけど、そういう言い方を受けたから、僕もちょっと、そ

れじゃったらちょっと行きにきいなと思うて、じゃからあるんで、ここでそのやり方も今度は

議長にお願いしょうることですけど、もしそういう、議長、連絡会議をするときに、議長と副
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議長と議運の委員長、各委員長とかするか、議運の副も入れるんじゃ副を入れます、それから

また逆に言うたら、各委員会の副も入れるんじゃとかするとか、切りがねえ話で、今６委員会

で研修の出たんと同じ。ほな、広報も議会基本条例も入れたら、皆入れちゃらにゃあおえんよ

うになっていって、ということもあるんで、そこらのことを考えて今後してもろうたら、僕も

出やすうなるように、委員長、してほしいのをちょっと言いたかった。 

○委員長（下山哲司君） ちょっと説明させてください。 

○委員（北川勝義君） その説明はええから、きょう説明はええけど、今度は出やすうやって

いただきてえというのを言いてんで。 

○委員長（下山哲司君） それも含めて。 

○委員（北川勝義君） それだけで結構ですから。説明きょう……。 

○委員長（下山哲司君） 本来は議長、副議長と議運の委員長、副委員長の協議の話の場を、

それには委員長は参加してもらえんでしょうかということで……。 

 委員長とこういうことになっとんで、そういう……。 

○委員（北川勝義君） ああ、そうか。ほな違わあ。僕の言よんのと……。 

○委員長（下山哲司君） それの進歩ですので……。 

 はい、北川委員。 

○委員（北川勝義君） 僕は、昔やりょうったときに議長がおって、委員長が来て、総務はこ

ういうことがあると、厚生はこういうことがあると。じゃから一本で、皆こういうことがある

んでこれも頭に入れとってください、各委員長さんにというてやりょうったんが、今度は復活

してやってくれるようになって、ええこっちゃなと思よったわけ。そりゃ議運でやることなら

議運でやってくださいよ。もう委員長も出ていかんでよろしい、議運じゃったらもう。 

○委員長（下山哲司君） いえいえ、そうじゃなしに……。 

○委員（北川勝義君） じゃあから、下山さんな、議長そういうつもりでやったんじゃなかろ

う。そういうつもりでやったんかな。佐々木さん、そういうつもりじゃなかったろう、副議

長、話の中。議運だけの話じゃなかったろう、全体のことじゃったろう。今、議運を中心でい

うて、議運が中心じゃったら議運でやってくださいよ。 

○委員長（下山哲司君） 議運が中心じゃなくて議長が中心です。 

○委員（北川勝義君） じゃろう。どうも今説明が……。 

○委員長（下山哲司君） 議運も議長の諮問機関ですから、そのときに前からの話があったよ

うに、できるだけ各委員会の横のつながりが持てるようにということも含めて……。 

○委員（北川勝義君） そりゃあわかっとる。 

○委員長（下山哲司君） そういう会をということで、議長がやってもいいと、こういうこと

でお願いしてやりょうることなんで、そういうふうに御理解をお願いしたい。 

○委員（北川勝義君） いやいや、僕はそう言われて、言われとるから、僕はそれじゃったら
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もう、ほかの人に出てもろうてください。 

○委員長（下山哲司君） そういうふうに御理解を。なるべく３委員会が横のつながりででき

るようにと、こういうことで。 

 それから、各委員長さんの御意見も平生まとめて聞くということがめったにないんで、月に

１度ぐらいはと、こういうことで始まったと思いますので……。 

○委員（北川勝義君） 違う。 

○委員長（下山哲司君） 御理解をお願いしたいと思います。 

 その他ありませんか、ほかに。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） なければ、これで終了してよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（下山哲司君） それでは、以上をもちまして第10回議会運営委員会を閉会いたしま

す。 

 お疲れさまでした。 

              午前10時37分 閉会 

 

 


